
サラゴサ条約
1529年に、アジア地域にお

けるスペイン、ポルトガル両国
の支配領域を決定した条約。

スペインは多額の保証金と引

き換えに、香辛料の一大産地

であつたモルッカ諸島のポル

トガル帰属を認めた。
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(ヴアスコ=ダ=ガマ)
[1469?― ‐1524年 ]

ポルトガル王のインド航路開拓

ソフアフo

峰を回り、翌98年には東アフ
リカのマリンディに到達。そこ

1543年 、種子島に漂着したポルト|

ガル人が日本に鉄砲を伝え、これを '

きつかけに平戸を拠点とした対日 |
交易が開始された。       |

島に到達し、同地をスペイ |

ン領と宣言したマゼラン
|

だつたが、現地人と戦闘と
|

なり戦死した。     |
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エリザベス1世により私掠 (〈 しりゃく〉

海賊)特許状を与えられたドレークは、

マゼラン海峡を越えて太平洋地域の

スペイン船や植民市を襲いながら、

史上2番目の世界周航を達成した。

マゼランの死後、部下のエル

カノらはインド洋を渡り、喜望

峰を回つて 1522年スペイン

に帰還。出航時は5隻だつた船
は、わずか]隻になつていた。

イ
ベ
リ
ア
半
島
か
ら
始
ま
っ
た

大
航
海
時
代

十
字
軍
Ｆ
７４
参
５

や
レ
ヨ
ン
キ
ス
タ
（
イ
ベ
リ

ア
半
島
の
再
征
服
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
膨

張
の
動
き
を
み
せ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、

１５

世
紀
後
半
以
降
、
東
洋
の
富
に
対
す
る
あ
こ
が

れ
や
当
時
貴
重
品
だ
っ
た
香
辛
料
を
直
接
入
手

す
る
た
め
、
次
々
と
探
検
航
海
を
試
み
る
よ
う

に
な
っ
た
。
当
時
、
々
ネ
サ

ンヽ
ス
を
迎
え
て
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
天
文
）字
や
地
理
学
の
発
達
に

加
え
羅
針
盤
の
実
用
化
な
ど
に
よ
り
、大
航
海
時

代
を
支
え
る
技
術
的
な
下
地
も
整
っ
て
い
た
。

大
航
海
時
代
の
最
初
の
主
役
と
な
っ
た
の
は
、

レ
コ
ン
キ
ス
タ
に
よ
リ
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
イ
ス
ラ

ー
ム
勢
力
か
ら
奪
還
し
、
さ
ら
な
る
領
土
拡
大

を
狙
っ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
王
家
で

あ
っ
た
。
と
く
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ン
リ
ケ
航
海

王
子
は
、
領
土
拡
大
に
加
え
、
ア
フ
リ
カ
内
陸
部

に
い
る
と
い
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
伝
説
の
王

プ
レ
ス
タ
ー
ム
ン
♂
ン
と
結
ん
で
、
北
ア
フ
リ
カ
の

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
挟
撃
す
る
と
り
つ
目
的
か

うヽ
、
ア
フ
リ
カ
西
岸
の
探
検
を
推
進
し
た
。

エ
ン
リ
ケ
の
死
後
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
ア
フ
リ

カ
西
岸
探
検
が
続
け
ら
れ
、
１
４
８
８
年
に
は
バ

ル
ト
ロ
メ
ウ
上
τ
「
ア
ス
が
ア
フ
リ
カ
南
端
の
喜

望
峰
に
到
達
。
つ
い
で
９８
年
に
は
ヴ
ァ
ス
コ
＝
ダ

＝
ガ
マ
が
喜
望
峰
を
回
り
、
イ
ン
ド
西
岸
の
カ
リ

カ
ッ
ト
に
到
達
し
て
香
辛
料
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
持

ち
帰
っ
た
（Ｐ
８６
参
照
）
。

国
大
航
海
時
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
世
界
を

生
ん
だ
大
航
海
時
代

マ
ル
コ
＝
ポ
ー
回
の
『東
方
見
聞
録
』
な
ど
に
描
か
れ
た

東
洋
の
富
に
あ
こ
が
れ
を
抱
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、

オ
ス
了
ノ
帝
国
の
支
配
す
る
陸
路
で
は
な
く
、

大
洋
を
渡
っ
て
直
接
ア
ジ
ア
を
目
ざ
し
た
。
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1497年、イギリス王ヘンリ7世の
支援を受けて出航したカボット父子は、

同年北米大陸に到達。ニューフアン

ドランド島南岸などを探検した。
――――――
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|コ ロンプスが使用したトスカネリ
|

|の世界地図には、アメリカ大陸 |

|が描かれていなかった。そのため、|
:コ ロンプスは死ぬまで到達地を

|

:インドだと思い込んでいた。  |

ラブラ

'レ

―[1451?～ 1506年 ]

イタリア・ジェノヴアの生まれ。

サンタ=マ リア号ほか3隻の船

団を率いて新大陸に到達。
北アメリカ

ド        :

カボット(1497～ 98年 )

アゾレス諸島

ボルトガリレと

その植民地

スペインと

その植民地

イギリス

シリスHレ

スベイン
カEネ躍

ポルトガル王ジョアン2
世の命を受け、1488年
にアフリカ大陸の南端に

到達。「カーボニトルメン

トソ(嵐の岬)」 と名付け

たが、ジョアン2世が喜

望峰と改称した。

シ ヴァージヨ

ガ
リ
フ
イ
ル
一ア

脚
明 祠

サン=ウン うヽレ島

フξ(1492

イスパニョーラ島

大
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よ
る
境
界

力こ5F,羊

(マゼラン)
[1480?-1521年 ]

世界周航以前に喜望峰経由で

東南アジアを訪れていたマゼ

ランは、西回りでフイリピンに到

達した時点で地球球体説を実

証したといえるかもしれない。

り襄ら1

ボルトガル王と対立したマ

ゼラン|よ 、スベイン王の援

助を受けて1519年に西

回りによるインド到達に出

航。彼の艦隊は史上初の

世界周航に成功した。
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|インド遠征隊の司令官としてポ

|ルトガルを出発したカプラルの

艦隊は、1500年 にブラジルに

到達。同地をボルトガル領と宣

言した。

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
「発
見
」
と

初
の
世
界

一
用
航
海

一
方
、
ラ」
う
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
活
動
に
刺
激

さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
イ
サ
ベ
ル
女
王
が
西
回

り
で
の
イ
ン
ド
到
達
を
目
ざ
す

コ
ロ
ン
プ
ス
を

支
援
。
１
４
９
２
年
、
コ
ロ
ン
．フ
ス
は
大
西
洋
を

横
断
し
て
現
在
の
サ
ン
＝
サ
ル
バ
ド
ル
島
に
到

達
し
た
。
彼
は
そ
の
後
３
度
に
わ
た
り
同
地
を

探
検
し
た
が
、
日取
後
ま
で
そ
こ
が
イ
ン
ド
の

一
部

で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
王
の

援
助
を
受
け
た
マ
ゼ
ラ
ン
の
艦
隊
は
、
１
５
１
９

年
に
西
回
り
の
航
海
に
出
発
し
、
太
平
洋
を
横

断
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
到
達
。

２２
年
に
帰
港
し
、

初
の
世
界
周
航
に
成
功
し
た
。

こ
れ
ら
の
航
海
の
結
果
、
大
西
洋
、
イ
ン
ド
洋
、

太
平
洋
を
結
ぶ
新
た
な
交
易
ル
ー
ト
が
開
拓
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
の
地
中
海
交
易
に
代
わ
っ
て
繁
栄

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ラ」
う
し
た
交
易
ル

ー
ト
の
開
拓
は
、
世
界
の
各
地
域
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
と
し
た
地
球
規
模
の
分
業
体
制
に
組

み
込
ん
で
ゆ
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
？

地
球
球
体
説

コ
回
ンヽ
ブ
ス
は
、
地
球
球
体
説
に
基
づ
い
て
イ

タ
リ
ア
人
ト
ス
カ
ネ
リ
ら
が
作
成
し
た
地
図
を

信
じ
、
西
回
り
で
イ
ン
ド
を
目
ざ
す
航
海
に
旅

立
っ
た
，
こ
の
地
球
球
体
説
は
、
紀
元
前
６
世

紀
ご
ろ
に
ギ
リ
シ
ア
の
ビ
タ
ゴ
ラ
ス
学
派
に
よ
っ

て
最
初
に
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
、
航
海
者
や
商

人
の
間
で
は
早
く
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た

と
み
ら
れ
る
　
し
か
し
、

，ｃ
の
説
が
実
際
に
立
証

さ
れ
る
の
は
、
１
５
２
２
年
に
マ
ゼ
ラ
ン
の
艦
隊

が
世
界
周
航
に
成
功
し
、
ス
ベ
イ
ン
に
帰
港
す
る

こ
と
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
．

トル デ シ リャス 条 約

ボルトガルとスペインが新

たな到達地における領有

権を争うようになると、

1494年 に□―マ教皇の

仲介によリトルデシリャス

条約を結び、互いの勢力範

囲を確定させた。

国
大
航
海
時
代
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